
      大会テーマ   

     「育てよう 心豊かな ざまっ子」 

           ～スマホより  本当の友達 大切に～  
                        

 

 第 48回 （講演会 
 

  

 

 

 

と き 令和６年１１月２３日（土）午前１０時３０分 

ところ 座間市立青少年センター ３階 会議室 

 

《 主   催 》 

座 間 市 青 少 年 問 題 協 議 会 

《 主 管 団 体 》 

                座 間 市 自 治 会 総 連 合 会 

《 副主管団体 》 

                座間市民生委員児童委員協議会 

《 協賛機関・団体 》 

座間市教育委員会、座間市小中学校長会、神奈川県県央地域県政総合センター、座間警察署、 

座間市社会教育委員会議、座間交通安全協会、座間市子ども会育成会連絡協議会、 

一般社団法人 座間青年会議所、座間市青少年指導員協議会、座間市青少年補導員協議会、 

座間市PTA連絡協議会、座間防犯協会、社会福祉法人 座間市社会福祉協議会、 

座間保護区保護司会、さがみ農業協同組合、座間市商工会、座間工業会、座間市商店会連合会、

座間ロータリークラブ、国際ソロプチミスト座間、座間高等学校ＰＴＡ、 

座間総合高等学校ＰＴＡ、相模向陽館高等学校保護者会、青少年健全育成団体（５組織）、 

 



プ ロ グ ラ ム 

 

 

（ 敬 称 略 ） 

◇ 開 会 宣 言   座 間 市 自 治 会 総 連 合 会 会 長     湯 浅 一 弘  

 

◇ 主 催 者 挨 拶     座間市青少年問題協議会会長        佐 藤 弥 斗 

 

◇ 来 賓 紹 介 

 

◇ 来 賓 祝 辞   座 間 市 議 会 議 長     熊 切 和 人 

 

◇ 第４４回中学生の主張作文コンクール入賞者表彰式    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 作 品 発 表  ( 朗 読 ) 】 

市 長 賞 『  振らないバットは当たらない  』 

髙橋 遼馬    相模中学校 ３年生 

議 長 賞 『  大人になるということ  』 

           石原 美咲    西中学校  ３年生 

教育長賞 『  まだ反抗期じゃないんです  』 

             中村 美結    西中学校  ３年生 

市 長 賞 
 
髙 橋  遼 馬 

 
相模中学校 ３年生 

議 長 賞 
 
石 原  美 咲 

 
西中学校  ３年生 

教育長賞 
 
中 村  美 結 

 
西中学校  ３年生 

佳  作 
 
今 井  優 

 
西中学校  ２年生 

〃 
 
齋 藤  有 壱 

 
西中学校  ３年生 

〃 
 
中 村  太 亮 

 
西中学校  ３年生 

〃 
 
華 山  彩 結 

 
東中学校  2年生 

〃  土 屋  美 月  栗原中学校 1年生 

〃 
 
グレアム 紗里 

 
栗原中学校 2年生 

〃  保 延  由 花  栗原中学校 ３年生 



【 作 品 紹 介 】 

佳 作 『  国際化を考える  』 

             今井 優     西中学校  ２年生 

佳 作 『  リセットの合図  』 

             齋藤 有壱    西中学校  ３年生 

佳 作 『  これからの人生を創る  』 

             中村 太亮    西中学校  ３年生 

佳 作 『  挨拶  』 

             華山 彩結    東中学校  ２年生 

佳 作 『  その一瞬を駆け抜ける  』 

             土屋 美月    栗原中学校 １年生 

  佳 作 『  障害者を当たり前に支える社会の実現  』 

             グレアム 紗里  栗原中学校 ２年生 

  佳 作 『  過去を忘れず未来を守る  』 

             保延 由花    栗原中学校 ３年生 

 

 

◇ 令和６年度座間市青少年善行褒賞表彰式 

受賞者氏名 
受 賞 理 由 

（善行褒賞要項） 

森井 大悟 要項３-（３） 

山﨑 千尋 要項３-（４） 

稲垣 流希明 要項３-（４） 

 

《 座間市青少年善行褒賞要項抜粋 》 

３ 褒賞の対象 

  褒賞は、次の各号のいずれかに該当する個人又は団体に対して行う。 

 (3) 子ども会の指導、年少者の教育、指導、又は非行少年の補導等に尽くしたもの 

 
(4) 防犯、防火、人命の救助救急看護等に尽くしたもの 

 



◇ 『座間市国際親善大使３期生 スマーナ市派遣報告』 

 

               報告者  座間市国際親善大使３期生 

 

 

◇大会決議案採択       座 間 市 自 治 会 総 連 合 会 副 会 長   清原 良昭 

 

◇ 閉 会 宣 言   座間市民生委員児童委員協議会会長   橋本 孝一 

 

【 司 会 】  座間市民生委員児童委員協議会副会長   藤見 睦彦 

 

               

 

座間市教育委員会【豊かな心を育むひまわりプラン（学校教育指導計画）】より 

座間市国際親善大使の活動概要 

 

 米国テネシー州スマーナ市とは、平成３年１１月１日に姉妹都市協定を締結し、平成９年か

ら青少年の相互交流を行っています。 

 国際親善大使は、スマーナ市との懸け橋となる活動をしており、「募集・研修」「派遣」「受入」

の３年サイクルで事業を実施しています。研修では、座間市やスマーナ市のことを学ぶと共に

英語力を高め、派遣では、スマーナ市でホームステイをしながら、研修の成果を発揮します。

受け入れでは、スマーナ市から来日する中学・高校生のホストファミリーとなり座間市のこと

や日本の文化、慣習について紹介し、お互いの異文化理解を深めます。 

 現在は、来年度の受け入れに向けた研修を行っています。今後も、スマーナ市との懸け橋と

して、より多くの方々に私達の活動やスマーナ市のことを発信していきながら、幅広く活動し

ていきます。 

こんな大人になってほしい 

○ 自分のよさを大切にし、健康で自立した生活を送

る。 

○ 正義を尊び、自らを律し、責任ある行動をとる。 

○ 目標に向かって学び続け、新たな価値を創造す

る。 

○ 温かな心で人とかかわり合い、奉仕の心で人の役

に立つ。 

○ 郷土への愛と誇りをもち、国や社会の発展に尽く

す。 

ざまっ子八つの誓い 

1 明るく元気にあいさつをします。 

2 家族を大切にします。  

3 友だちを大事にします。 

4 困っている人に優しく接します。 

5 人の役に立つことを進んでします。 

6 いろいろなことにチャレンジし、ねばり強く 

取り組みます。  

7 約束やきまりを守ります。 

8 自然を大切にし、地球に優しい生活をします。 


